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○長期家族旅行国民推進会議とは 

 本会議（座長：島田晴雄・内閣府特命顧問）は、「日本型長期家族旅行」の普及・定着を国民的な運

動として強力に推進していくため、「観光振興に関する副大臣会議報告書」（平成１４年７月４日とりま

とめ）や、「観光立国行動計画」（平成１５年７月３１日観光立国関係閣僚会議決定）においてその設置

が示されたものです。 
平成１５年１２月１９日の設置後、本会議においては、経営者、労働者、教育関係者、観光関係者な

ど国民各層からの幅広い参加を得て、活発な議論を行ってきましたが、平成１６年６月１５日、その議

論の成果を報告書（「家族仕様」の旅文化を拓く）にとりまとめました。 

○貧弱な日本の家族旅行 

日本人の一人あたりの年間旅行宿泊数はわずかに 3.5 泊。英（20.2 泊）、独（20.1 泊）、仏（15.8 泊）

とは雲泥の差です。さらに、日本人の旅行のうち家族旅行は４割弱程度に過ぎず、旅行１回あたりの期

間は、せいぜい１泊か２泊、しかも盆時期など特定の時期に集中しています。つまり日本人の家族は「旅

貧乏」といえます。 

 

 

 

 

 

○「家族仕様」の旅を促進することの今日的意義 

①「家族文化」が醸成される 

＝ 旅は家族の共通体験の場。家族旅行の定着が「家族文化」醸成の大きなきっかけになります。 

② 地域が活性化する 

＝ 家族旅行を受け入れる地域が、「オンリーワン資源」の発掘・学習・編集を通じて多様な産業

や文化、固有景観を創造し、地域が活性化します。 

③「家族力」が再生する 

＝ 家族旅行は個々人の「創造性」「社会性」「感性」等を磨き、個の自立、独立をベースとした「家

族力」が再生します。 

○「家族仕様」の旅文化を拓く１０の緊急提言 

 以上のように、「家族仕様」の旅文化を拓くことが今の日本にとって緊急な課題であることから、家

族旅行の制約要因である「時間」・「経済（財布）」・「プログラム」の３要素のそれぞれについて、改革

に向けての今後の具体的な取り組み課題を、別紙のとおり１０の緊急提言としてまとめました。 
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提言９：企業、労組、学校、地域などの連携・協力を促進する
提言１０：家族旅行普及・促進のための民間主導の推進体制を構築する

推進体制

提言１：有給休暇を取得しやすくする
提言２：学校等の裁量を活かし学校休　
　　　　 業の多様化と柔軟化を進める

提言３：休暇時期の分散化を促進する

提言６：家族向けの多様な地域
　　　　　プログラムを整備する
提言７：「家族仕様」の施設の　
　　　　　整備・普及を図る
提言８：家族旅行向けの情報　
　　　　　提供を充実する

提言４：「家族仕様」の価格設定
　　　　 を普及する

提言５：割安なメニューの導入を
　　　　 図り価格帯の選択の幅を
　　　　 広げる
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